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グ ァ テ マ ラ 考 古 学 調 査 か ら
名 古 屋 大 学 文 学 部 助 手 伊 藤 伸 幸
1990年 、 グ ァ テ マ ラ 調 査 の 中 心 と な
っ た モ ン ゴ イ と 呼 ば れ る 地 区 は 背 丈 ほ
ど の 草 に 覆 わ れ 、 ご み 捨 て 場 と な っ て
い た 。 ま た 、 マ ウ ン ド そ の も の も 雨 水
に よ る 浸 食 の た め 深 い 亀 裂 が 入 り 、 ま
さ に 荒 涼 と し た 感 じ が あ っ た 。
モ ン ゴ イ 地 区 の マ ウ ン ド は カ ミ ナ ル
フ ユ 遺 跡 内 で 最 も 高 い も の の ひ と つ で
あ り 、 そ の 規 模 は 南 北 約 65ｍ 、 東 西 約
50ｍ 、 高 さ 約 14ｍ で あ る 。 ま た 、 マ ウ
ン ド を 含 め た 面 積 は 5824㎡ あ る が 、 ま
わ り を 民 家 に 囲 ま れ て い る こ と も あ っ
て 発 掘 可 能 な 部 分 は 非 常 に 限 ら れ て い
た 。
考 古 学 調 査
1991年 、 マ ウ ン ド や そ の 周 辺 の 雑 草
の 刈 り 取 り と 表 土 を 取 り 除 く こ と か ら
発 掘 調 査 を 開 始 し た 。 こ の マ ウ ン ド の
外 形 を 復 元 す る た め の デ － タ 収 集 お よ
び マ ウ ン ド の 内 部 に 残 る よ り 古 い 建 造
物 の 発 見 な ど の 地 上 面 に 残 る マ ウ ン ド
の 調 査 と 、 周 辺 部 の 地 表 下 に 埋 も れ て
い る 可 能 性 の 高 い 遺 構 の 調 査 の 二 つ が 、
発 掘 調 査 の 基 本 方 針 で あ っ た 。 こ の た
め に 、 マ ウ ン ド 内 部 を 観 察 で き る ト レ
ン チ を 各 所 に 設 け る 調 査 と 、 整 地 層 を
そ れ ぞ れ 水 平 に 掘 り 下 げ て い く 水 平 発
掘 を 行 っ た 。
ま た 、 こ れ に 平 行 し て 行 っ た 保 存 ・
修 復 作 業 は 、 今 回 の 調 査 の 大 き な 目 的
で も あ っ た の で 、 発 見 し た 遺 構 の 調 査
結 果 に 応 じ て で き る だ け 丁 寧 か つ 慎 重
に 進 め た 。 た だ 、 土 の 結 合 強 化 剤 Ｏ Ｈ
や Ｅ Ｓ Ｃ 剤 の 使 用 な ど 、 今 後 メ ソ ア メ
リ カ 地 域 に お け る 考 古 学 調 査 に 利 用 し
て い く た め の 多 く の 方 法 を 試 み る よ う
努 力 し た 。
カ ミ ナ ル フ ユ 遺 跡 編 年 と モ ン ゴ イ 地 区
考 古 学 調 査 に よ り 多 く の 遺 構 ・ 遺 物
を 発 見 し た 。 こ の う ち カ ミ ナ ル フ ユ 遺
跡 の 編 年 を 組 む 上 で 重 要 な も の と 、 そ
の 結 果 と し て の モ ン ゴ イ 地 区 の 変 遷 に
つ い て 解 説 す る 。
モ ン ゴ イ 地 区 の 発 掘 調 査 で は 、 紀 元
前 1000年 頃 か ら 紀 元 後 1524年 頃 ま で の
マ ヤ の 地 の 人 々 の 活 動 の 痕 跡 が み つ け
ら れ た 。 な か で も 興 味 深 い 点 は 、 石 が
全 く 使 わ れ て い な い 土 の 建 造 物 が あ っ
た こ と 、 床 や 壁 の 焼 け た 跡 や 破 壊 さ れ
た 跡 を 境 に 時 期 が か わ り 建 築 、 土 器 等
が 大 き く 変 化 す る こ と 、 ピ ラ ミ ッ ド 神
殿 を 造 営 す る 際 に 建 築 物 も し く は 建 築
す る 行 為 そ の も の に 対 し て 供 物 を 捧 げ
た 習 慣 が 確 認 で き た こ と 等 で あ る 。
以 下 は こ う し て 得 た 所 見 の 結 果 と し
て の 編 年 で あ る 。
カ ミ ナ ル フ ユ Ⅰ 期 （ ～ 紀 元 前 500年 ）
： 高 さ 7.5ｍ 以 上 、 長 さ 50ｍ 以 上 の
土 壁 「 大 壁 」 が 、 マ ウ ン ド の 南 西 側 で
み つ か っ た 。 「 大 壁 」 は 、 西 側 を 向 き
北 か ら 西 へ 約 13度 振 っ た 角 度 に 造 ら れ
て い た が 、 民 家 の 下 に 延 び て お り 、 そ
の 機 能 は 謎 と し て 残 っ た 。
カ ミ ナ ル フ ユ Ⅱ 期 （ 紀 元 前 500～ 200
年 ） ： こ の 時 期 、 「 大 壁 」 を 埋 め て
床 ５ が 造 ら れ た 。 そ の 床 ５ に は 「 焼 け
た 建 造 物 」 と 名 付 け た 建 物 が 立 っ て い
た 。 発 掘 調 査 か ら 得 た デ － タ か ら 「 焼
け た 建 造 物 」 の 復 元 を 試 み た 。 ま ず 、
基 壇 は 、 北 か ら 東 に 約 13度 振 っ た 角 度
を 基 軸 と し 、 南 北 60ｍ 、 東 西 約 50ｍ の
平 面 方 形 で 、 高 さ ２ ｍ の ２ 段 の 壁 か ら
成 り 、 少 な く と も 西 側 に は 階 段 が 設 け
ら れ て い た 。 基 壇 上 に は 、 円 形 に 近 い
隅 丸 で 高 さ 45cmの プ ラ ッ ト ホ － ム が 造
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ら れ そ の 上 に い く つ か の 部 屋 が あ っ た 。
内 部 へ の 入 口 は 少 な く と も 西 側 に ひ と
つ あ り 、 そ こ に は 柱 が 立 て ら れ て い た 。
明 ら か に 切 断 さ れ た と わ か る ２ 体 の
人 骨 と 副 葬 品 が 基 壇 南 東 部 か ら み つ か
っ た 。 北 部 分 か ら は ３ 分 さ れ た 人 骨 と
多 数 の 副 葬 品 が み つ か っ た 。 ま た 、 西
側 の 基 壇 上 で み つ か っ た 柱 の 南 側 の 床
の 掘 り 込 み か ら は 人 骨 、 土 器 、 石 器 等
の 破 片 が 多 量 に み つ か っ た 。 こ れ ら の
人 骨 は 、 「 焼 け た 建 造 物 」 に 関 係 す る
人 達 の も の で 、 破 壊 者 に よ っ て 処 刑 も
し く は 生 贄 に さ れ 、 新 し い 建 造 物 の 建
設 に 対 す る 一 種 の 供 物 と し て 埋 め ら れ
た 。
カ ミ ナ ル フ ユ Ⅲ 期 （ 紀 元 前 200～ 紀 元
後 200年 ） ： こ の 時 期 に は 「 焼 け た 建
造 物 」 の 西 壁 と 南 壁 に 沿 っ て 前 時 期 の
床 ５ が 約 １ ｍ 掘 り 下 げ ら れ た 。 こ の 面
が 床 ４ で あ る 。 そ し て 、 「 焼 け た 建 造
物 」 は 覆 わ れ て ピ ラ ミ ッ ド 神 殿 の 「 大
基 壇 」 が 建 設 さ れ 、 そ の 南 側 に 「 南 基
壇 」 が 造 ら れ た 。 調 査 の 結 果 、 基 壇 １
段 目 の 北 西 角 か ら 北 壁 の 一 部 、 西 壁 の
北 側 半 分 と 南 端 の 下 部 を 形 成 し て い た
土 塊 の 列 、 西 壁 中 央 の 階 段 跡 、 南 壁 の
一 部 が み つ か っ た 。 ま た 、 「 大 基 壇 」
は 調 査 よ り １ 段 の 高 さ が ２ ｍ 弱 の ８ 段
か ら な る ピ ラ ミ ッ ド 神 殿 と 推 定 さ れ た 。
「 大 基 壇 」 の 南 側 、 水 路 か ら 約 ５ ｍ 南
側 に 、 い わ ば 土 製 建 造 物 の 形 骸 が み つ
か っ た 。 こ れ が 「 南 基 壇 」 の 北 壁 で あ
る 。
床 ５ よ り １ ｍ 低 く な っ た 床 ４ に は 水
路 が 掘 ら れ た 。 「 大 基 壇 」 南 側 の 水 路
は 、 「 大 基 壇 」 南 西 角 の 所 で 南 に 方 向
が か わ る 。 ま た 、 こ の 方 向 の か わ る 部
分 に 北 西 方 向 か ら も う 一 本 の 水 路 が 注
ぎ 込 む 。 水 路 は 、 東 か ら 西 、 そ し て 南
方 向 に 傾 斜 し 、 北 西 水 路 も 交 点 方 向 に
傾 い て お り 、 合 流 し て 南 方 向 に 流 れ る
よ う に な っ て い る 。
床 ４ の 上 、 と く に 「 大 基 壇 」 の 北 西
角 、 西 側 中 央 の 階 段 部 分 、 南 西 角 、 そ
し て 水 路 上 に 完 形 も し く は 完 形 に 近 い
土 器 が 集 中 し て 合 計 100点 以 上 み つ か っ
た 。 こ れ ら は 床 ３ を 造 る 際 に 供 物 と し
て 置 か れ た 。
ま た 、 カ ミ ナ ル フ ユ Ⅲ 期 に は 、 床 が
さ ら に 二 度 新 し く 造 ら れ た 。 ま ず 、 床
４ の と き に つ く ら れ た 「 大 基 壇 」 １ 段
目 の 壁 を 半 分 ほ ど 埋 め て 床 ３ が 造 ら れ 、
さ ら に 「 大 基 壇 」 １ 段 目 の 壁 を 完 全 に
埋 め る よ う に 床 ２ が 造 ら れ た 。 し か し 、
状 況 か ら 見 て 、 床 ３ と 床 ２ の 段 階 で は
「 大 基 壇 」 は 補 修 ・ 修 復 工 事 に 止 ま り 、
大 規 模 な 改 築 ・ 新 築 の 工 事 は さ れ な か
っ た 。 そ し て 、 こ の 時 期 を 最 後 に 神 殿
は 造 営 さ れ ず 、 モ ン ゴ イ 地 区 は 放 置 さ
れ た 。
カ ミ ナ ル フ ユ Ⅳ 期 （ 紀 元 後 200～ 550
年 ） ： カ ミ ナ ル フ ユ で は メ キ シ コ 中
央 高 原 の 大 勢 力 テ オ テ ィ ワ カ ン 侵 入 の
跡 が み ら れ る が 、 モ ン ゴ イ 地 区 で は テ
オ テ ィ ワ カ ン の 影 も 形 も な い 。 モ ン ゴ
イ 地 区 で は こ の 時 期 の 遺 物 ２ 点 以 外 は
何 も み つ か ら な か っ た 。
カ ミ ナ ル フ ユ Ⅴ 期 （ 紀 元 後 550～ 100
0年 ） ： こ の 時 期 、 テ オ テ ィ ワ カ ン 勢
力 は 後 退 し カ ミ ナ ル フ ユ で は 再 び 土 で
神 殿 を 建 造 し て い た が 、 モ ン ゴ イ 地 区
で は 神 殿 を つ く る よ う な 活 動 は 行 わ れ
な か っ た 。 モ ン ゴ イ 地 区 で は 高 熱 を 受
け て 赤 く 変 色 し た 床 が み つ か っ た 。 こ
の こ と か ら 、 燃 え や す い 植 物 性 の 材 料
を 使 っ た 建 造 物 が あ っ た と 考 え ら れ る 。
ま た 、 モ ン ゴ イ 地 区 の 南 部 分 か ら 堅 い
土 の 帯 状 の 列 と 溝 状 の 遺 構 が み つ か っ
た 。 状 況 か ら 丸 太 の よ う な 物 が 置 か れ
て い た 跡 と 考 え ら れ る 。 例 え ば 、 丸 太
を 割 っ て 刳 り ぬ い て つ な げ 樋 と し た と
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い う こ と が 想 定 さ れ る 。
カ ミ ナ ル フ ユ Ⅵ 期 （ 紀 元 後 1000－ 15
24年 ） ： モ ン ゴ イ 地 区 で は 一 点 の 遺
物 が あ る の み で あ り 、 カ ミ ナ ル フ ユ 遺
跡 全 体 で も ピ ラ ミ ッ ド 神 殿 の よ う な こ
の 時 期 の 大 き な 建 造 物 は み つ か っ て お
ら ず 、 カ ミ ナ ル フ ユ は 人 々 か ら 見 捨 て
ら れ た 。
大 学 院 生 の 研 究 計 画 紹 介
「 イ ス ラ ー ム 陶 器 の 考 古 学 的 研 究 」
社 会 環 境 科 学 研 究 科 １ 年 波 頭 桂
イ ス ラ ー ム 陶 器 の 考 古 学 的 研 究 を テ
ー マ と す る 。 イ ス ラ ー ム 陶 器 の 主 要 な
種 類 と そ の 装 飾 に つ い て 、 時 代 的 変 遷
や 地 域 性 を 明 ら か に し よ う と す る も の
で あ り 、 陶 器 資 料 を 通 じ て 、 イ ス ラ ー
ム と そ の 周 辺 地 域 に お け る 技 術 や 文 化
の 交 流 を 探 る こ と が 目 的 で あ る 。 特 に
イ ス ラ ー ム 陶 器 に 表 さ れ る 装 飾 文 様 に
つ い て は 、 そ の 文 化 的 背 景 を 理 解 す る
た め に 、 広 く 地 中 海 世 界 や ア ジ ア の 図
像 、 イ ス ラ ー ム 以 前 の 西 ア ジ ア の 図 像
と あ わ せ て 研 究 を 行 う 。 今 年 度 の 具 体
的 な 計 画 を 以 下 に あ げ る 。 ス サ 遺 跡 報
告 書 の ア ッ バ ス 陶 器 の 文 様 分 類 、 お よ
び サ マ ラ と の 比 較 。 釉 下 彩 画 陶 器 に つ
い て 、 報 告 書 掲 載 遺 物 、 各 博 物 館 収 蔵
品 、 ジ ュ ル フ ァ ル 遺 跡 出 土 品 の 資 料 化 。
考 古 学 研 究 室 の 、 ハ レ イ ラ 遺 跡 出 土 ア
ッ バ ス 陶 器 の 岩 石 学 的 分 析 と イ ス ラ ー
ム 陶 器 の 顔 料 の 分 析 へ の 参 加 。 西 ア ジ
ア に お け る 、 器 を 持 つ 人 物 像 の 収 集 と
分 析 。 そ の 図 像 資 料 を サ マ ラ 遺 跡 の 壁
画 の 図 像 、 ラ ス タ ー 彩 陶 器 の 人 物 像 と
比 較 。
「 北 部 タ イ 陶 磁 器 に つ い て 」
文 学 研 究 科 ２ 年 向 井 亙
14～ 16世 紀 に 生 産 さ れ た と い わ れ る
北 部 タ イ 陶 磁 器 に 興 味 を 持 っ て い る 。
北 部 タ イ 各 地 で 生 産 さ れ た 陶 磁 器 に つ
（ １ ）い て の 研 究 は 、 Shawの 調 査 ・ 研 究
に よ っ て 各 地 の 生 産 地 （ 窯 跡 ） の 独 自
性 等 明 ら か に な っ て は い る が 不 明 な 部
分 も 多 い 。 そ こ で 、 北 部 タ イ 各 地 の 生
産 地 （ 窯 跡 ） 毎 に 生 産 さ れ た 陶 磁 器 の
種 類 と そ の 製 作 技 術 （ 胎 土 ・ 施 釉 ・ 成
形 ・ 焼 成 等 ） を 整 理 す る 。 そ の 上 で 北
部 タ イ 地 域 で の 各 生 産 地 の 独 自 性 と 共
通 性 や 中 部 タ イ 陶 磁 器 と の 間 で の（ ２ ）
製 作 技 術 上 で の 関 連 性 に つ い て 新（ ３ ）
た な 考 察 を 行 い た い と 考 え る 。 さ ら に 、
タ イ 中 部 ・ 北 部 で の 陶 磁 器 輸 出 の 様 相
の 違 い に つ い て も 考 察 を 行 い た い 。
(1)( 2) Joh n.C.S haw ,1 989, North ern T h
ai C er ami cs,Ox for d Univ ,Pres s, (S e
cond E dit ion)
(3)矢 島 律 子 ,1993,サ ワ ン カ ロ ー ク 陶 以
前 の 青 磁 窯 に つ い て 『 上 智 ア ジ ア
学 』 第 11号 上 智 大 学 ア ジ ア 文 化 研 究
所
｢近 世 日 本 海 の 擂 鉢 の 流 通 に 関 す る 研
究 ｣
文 学 研 究 科 ２ 年 庄 田 知 充
日 本 海 沿 岸 の 諸 都 市 に お い て 出 土 す
る 擂 鉢 の 産 地 の 割 合 を 主 軸 に 、 16世 紀
前 半 ～ 19世 紀 に か け て 、 お も に 日 本 海
を 船 舶 で 運 搬 さ れ た 擂 鉢 の 流 通 状 況 を
明 ら か に す る 。 庄 田 は 学 士 論 文 で 金 沢
市 内 の ２ 遺 跡 の 出 土 擂 鉢 の 産 地 推 定 を
し 、 そ の 出 土 割 合 を 示 し た が 、 今 回 は
そ の 研 究 の 延 長 上 に あ り 、 新 た に 判 明
し た 擂 鉢 の 産 地 も 含 め 、 対 象 地 域 を 拡
大 す る 。 擂 鉢 を 研 究 対 象 と し て 適 切 と
判 断 す る の は 、 擂 鉢 は 近 世 に お い て 生
活 必 需 品 で あ り 、 ほ と ん ど の 近 世 遺 跡
か ら 大 量 に 検 出 さ れ 、 あ る 程 度 の 調 査
面 積 を も つ 生 活 遺 跡 で あ れ ば 、 産 地 に
よ る 割 合 は 遺 跡 の 性 格 に 大 き く 左 右 さ
